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50mM k1) R4 US> (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% Jtn—JL. 001% 7+ U™
L, 0.05%FES Y BEBCBRTRFSAES, ZEELID 12 7 ABRETY,

T4 =T 1 —KEH

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:200-1:500,FC 1:200-1:500,IP 1:20-1:50

Calculated MW:80 kDa; Observed MW:100,55 kDa

PEG10

EDR; HB-1; Mar2; RTL2; MEF3L; Mart2; RGAG3; SIRH1
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BRVNVE (BIO7ANSFVBRTOT7—EEF—T7&3T) TY. -1 FS1E RNA DA LAORZENS FOCEZENO 5
VAR Y THRERTOETA, COBEGFIEZEVAREEFICETS -1 FSORI0FITY. COBEFIHIEER TRE
[RFEENTHY, -1 FSITRBEEATAXILFF R (GGGAAAC) ¥ a—R/y FILAY MEFEELTOET, COBGFE
RS S CRRIRAES (Fchaie) THEL. ARIEE. oM. TRV RICESTIIEARESATNET, COBGTFOBE
R, FFAREY BAR v/ \MEMFERE. WOMDBEERELEESTOATNEY. COBGFEXEBLE/ vIT7UH
YU, IRBEREEMA RHRTEGEERL. COBGCFIRERECBVTEETHSICLERRLTLEY, COBRFICD
WTEE, BIRNRAT 54 2 Y TICKBEENY 7Y MIBERT SEBMD7 A Y 7+ —LX, EROIE AUG (CUG) Ftaa K> ofER
NRESNTUET, [RefSeqifft. 2014510 A]
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	応用
	抗原情報
	背景
	これは父系発現のインプリント遺伝子であり、Ty3/Gypsyファミリーのレトロトランスポゾンに由来すると考えられています。RF1とRF2という2つの重複するオープンリーディングフレームを持ち、2つのタンパク質を発現します。RF1由来の短いgag様タンパク質（CCHC型ジンクフィンガードメインを含む）と、-1翻訳フレームシフト（-1 FS）によってRF1/RF2由来の長いgag/pol様融合タンパク質（追加のアスパラギン酸プロテアーゼモチーフを含む）です。-1 FSは、RNAウイルスや原核生物および真核生物のトランスポゾンで観察されていますが、この遺伝子は真核生物細胞遺伝子における-1 FSの最初の例です。この遺伝子は哺乳類種間で高度に保存されており、-1 FSに必要なヘプタヌクレオチド（GGGAAAC）とシュードノットエレメントを保持しています。この遺伝子は成体および胎児組織（特に胎盤）で発現し、細胞増殖、分化、アポトーシスに関与することが報告されています。この遺伝子の過剰発現は、肝細胞癌やB細胞リンパ性白血病など、いくつかの悪性腫瘍と関連付けられています。この遺伝子を欠損したノックアウトマウスは、胎盤異常を伴う早期胎児致死を示し、この遺伝子が胎児発生において重要であることを示唆しています。この遺伝子については、選択的スプライシングによる転写バリアントに起因する追加のアイソフォームや、上流の非AUG（CUG）開始コドンの使用が報告されています。[RefSeq提供、2014年10月]
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	PEG10 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HepG2 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

